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グループコーポレート

①経営サポート機能：
　グループ全体の事業構造・資源配分等
②共通リソースの横断的最適活用促進機能：
　 研究、営業、資金、人材、生産技術、調達、ＩＴ等

主要グループ会社群

約40の事業部門

７カンパニー
電
力
シ
ス
テ
ム

防
衛
シ
ス
テ
ム

情
報
通
信
シ
ス
テ
ム

電
機
シ
ス
テ
ム

情
報
制
御
シ
ス
テ
ム

電
池
シ
ス
テ
ム

都
市
開
発
シ
ス
テ
ム

グループ全体の
社会イノベーション事業強化のための

事業構造改革を継続

日立労組機関紙「HITACHI UNION NOW 」
No.968により作成

日
立
は
「
高
信
頼
・
高
効
率
な

情
報
通
信
技
術
に
支
え
ら
れ
た
社

会
イ
ン
フ
ラ
を
構
築
す
る
『
社
会

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
』
の
い
っ

そ
う
の
強
化
の
た
め
に
、
中
核
の

上
場
連
結
子
会
社
５
社
の
完
全
子

会
社
化
に
加
え
、
日
立
本
体
に
カ

ン
パ
ニ
ー
制
を
導
入
し
、
グ
ル
ー

プ
会
社
同
様
、
独
立
会
社
と
し
て

事
業
運
営
を
行
う
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。

10
月
か
ら
導
入
し
た
カ
ン
パ
ニ
ー

制
は
、
日
立
本
体
の
事
業
グ
ル
ー

プ
を
中
心
に
７
つ
の
カ
ン
パ
ニ
ー

（
□
□
シ
ス
テ
ム
社
）
を
設
置
し

ま
す
。
カ
ン
パ
ニ
ー
を
一
つ
の
法

人
と
し
て
擬
似
的
に
位
置
づ
け
、

責
任
と
権
限
を
明
確
化
し
、
「
社

長
」
の
下
で
自
己
責
任
で
独
立
採

算
に
よ
る
迅
速
な
経
営
を
徹
底
す

る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

一
方
、
カ
ン
パ
ニ
ー
制
と
並
行

し
て
「
事
業
構
造
改
革
」
徹
底
推

進
に
よ
り
不
採
算
事
業
・
製
品
か

ら
の
撤
退
、
生
産
拠

点
の
統
合
や
人
員
の

適
正
化
な
ど
に
よ
り
、

２
０
０
９
年
度
末
ま

で
に
約
２
千
億
円
の

固
定
費
削
減
を
行
う
。

グ
ル
ー
プ
企
業
を
現

在
の
９
４
０
社
余
か

ら
７
０
０
社
程
度
に

減
ら
す
、
と
し
て
い

ま
す
。

今
後
、
日
立
グ
ル
ー

プ
全
体
で
、
成
長
事

業
へ
の
経
営
資
源
の

集
中
と
不
採
算
事
業

の
撤
退
、
そ
れ
に
と

も
な
う
人
員
及
び
コ

ス
ト
の
抜
本
的
見
直

し
な
ど
、
働
く
者
に

さ
ら
に
痛
み
を
押
し

付
け
る
施
策
が
強
力

に
推
進
さ
れ
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
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日立懇

社
内
カ
ン
パ
ニ
ー
制
導
入

「
独
立
採
算
」
の
経
営
を
徹
底

先
の
衆
議
院
選
挙
で
、

雇
用
や
国
民
の
暮
ら

し
、
平
和
を
壊
し
て

き
た
自
公
政
権
に
対

し
て
、
国
民
の
怒
り

が
「
自
公
政
権
ノ
ー
」

の
大
き
な
風
を
起
こ

し
、
そ
の
結
果
、
自

民
党
は
歴
史
的
大
敗

を
喫
し
、
民
主
党
政

権
が
誕
生
し
ま
し
た
。

民
主
党
の
公
約
に

は
「
労
働
者
派
遣
法

の
抜
本
改
正
」
「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度

の
廃
止
」
「
生
活
保

護
の
母
子
加
算
の
復
活
」

「
障
害
者
自
立
支
援
法
の
廃

止
」
「
最
低
賃
金
時
給
千
円
」

な
ど
、
労
働
者
の
労
働
と
生

活
が
悪
化
し
続
け
て
い
る
も

と
で
、
早
急
に
具
体
化
が
望

ま
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
一
日
も
早
い
実

現
を
も
と
め
て
、
職
場
か
ら

も
運
動
と
行
動
を
強
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

一日も早く公約を実現させよう



自
転
車
通
勤
は

安
全
第
一
で

最
近
若
者
中
心
に
自
転
車
通
勤

者
が
目
立
ち
ま
す
。
ス
イ
ス
イ
走

る
姿
に
は
活
気
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

全
国
的
に
も
エ
コ
を
意
識
し
た
通

勤
手
段
と
し
て
そ
の
人
口
が
増
え

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

日
立
市
内
は
道
路
の
状
態
が
良
く

な
い
し
、
地
形
か
ら
ア
ッ
プ
ダ
ウ

ン
の
連
続
で
、
自
転
車
通
勤
に
適

し
た
環
境
と
は
言
い
難
い
で
す
。

転
倒
事
故
な
ど
も
発
生
し
て
い
ま

す
。
公
共
の
通
勤
手
段
が
限
定
さ

れ
て
い
る
状
況
で
、
マ
イ
ペ
ー
ス

な
出
退
勤
が
で
き
て
便
利
で
す
が
、

荒
天
時
や
疲
れ
て
帰
宅
す
る
時
は
、

安
全
第
一
で
。

（
お
）
（
情
制
）

「
感
じ
良
く
な
い
」

別
の
や
り
方
で
も

シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
の
連
休

明
け
の
出
勤
時
、
駐
車
場
入
口
で

立
硝
に
て
、
何
や
ら
チ
ェ
ッ
ク
が

あ
っ
た
。
先
日
は
駐
車
場
内
に
県

の
パ
ト
カ
ー
が
入
っ
て
来
た
こ
と

も
あ
り
、
事
故
又
は
事
件
か
と
ビ

ッ
ク
リ
し
た
。

秋
の
交
通
安
全
運
動
の
始
ま
り

の
行
事
（
？
）
と
の
こ
と
だ
が
、

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
安
全
運
転

マ
ナ
ー
に
は
日
頃
か
ら
意
識
し
て

い
る
の
に
、
会
社
か
ら
信
用
さ
れ

て
な
い
よ
う
で
残
念
だ
。
立
っ
て

い
る
人
も
大
変
だ
、
残
業
に
な
る

の
か
。
も
っ
と
違
っ
た
方
法
も
あ

る
の
で
は
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
日
立
工
機
）

年
間
２
０
日
は

休
み
た
い
ね

Ａ
Ｅ
パ
ワ
ー
国
分
支
部
の
８
月

末
の
年
休
取
得
状
況
を
見
ま
す
と
、

組
合
員
一
人
平
均
は
約
８
日
と
な
っ

て
い
ま
す
。
８
月
の
一
斉
年
休
の

５
日
を
除
く
と
、
自
分
の
意
志
で

の
取
得
は
、
３
日
で
月
１
回
も
取

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
過
剰
な
仕
事

量
・
取
り
ず
ら
い
職
場
環
境
な
ど

問
題
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
思
い

切
っ
て
年
休
を
取
り
、
体
も
心
も

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

計
画
年
休
を
含
め
最
低
年
間
20

日
は
取
れ
る
よ
う
に
組
合
も
き
め

細
か
な
運
動
を
積
極
的
に
展
開
し

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
組
合
員
が

取
る
こ
と
で
、
派
遣
や
外
注
の
人

た
ち
も
年
休
取
得
の
権
利
意
識
も

向
上
し
ま
す
。
権
利
擁
護
月
間
も

始
ま
り
ま
し
た
。
実
効
性
の
あ
る

取
り
組
み
を
期
待
し
た
い
も
の
で

す
。

（
Ａ
Ｅ
パ
ワ
ー
）

生
産
調
整
で
先
行
き

ど
う
な
る
の

溶
鋼
課
で
は
8
月
、
9
月
に
生

産
調
整
と
か
で
本
体
業
務
を
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。
会
社
の
柱
で
あ
る

溶
鋼
で
仕
事
が
少
な
く
な
る
と
、

協
和
は
ど
う
な
る
の
と
心
配
で
す
。

今
後
も
仕
事
量
は
有
る
と
言
い
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
先
、
各
職
場
に

波
及
し
て
行
き
ま
す
。

一
方
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
部
で
は

以
前
の
不
況
か
ら
脱
し
、
今
で
は

忙
し
く
て
大
変
で
す
。
パ
ー
ト
の

人
の
首
を
切
っ
て
し
ま
い
、
今
ま

た
、
新
し
い
人
を
入
れ
て
い
ま
す
。

現
場
で
は
せ
っ
か
く
覚
え
た
の
に

ま
た
、
や
り
直
し
。
自
分
の
仕
事

を
持
ち
な
が
ら
教
え
る
の
も
大
変

で
す
。
頭
数
だ
け
で
は
良
い
製
品

も
出
来
ま
せ
ん
。

（
日
立
協
和
）

海
外
生
産
大
丈
夫
な
の

日
立
Ｅ
Ｓ
で
製
造
し
て
い
る
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
タ
イ
プ
の
Ｖ
Ｃ
Ｂ

（
真
空
遮
断
器
）
を
台
湾
で
生
産

す
る
と
い
う
。
仕
事
量
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
日
立
Ｅ
Ｓ
で
、

追
い
討
ち
か
け
る
よ
う
に
作
業
量

を
減
ら
し
て
大
丈
夫
な
の
。

英
国
の
伝
統
あ
る
ロ
イ
ド
社
か

ら
品
質
に
関
し
て
栄
誉
あ
る
賞
を

も
ら
っ
た
け
れ
ど
、
目
が
届
か
な

い
海
外
生
産
で
不
良
が
で
な
け
れ

ば
良
い
の
だ
が
。

（
国
分
）

夢
の
あ
る

カ
ン
パ
ニ
ー
に

カ
ン
パ
ニ
ー
制
の
導
入
で
（
情

制
シ
）
は
「
会
社
」
と
な
り
、
呼

び
名
も
「
情
報
制
御
シ
ス
テ
ム
事

業
部
」
か
ら
「
情
報
制
御
シ
ス
テ

ム
社
」
と
な
り
ま
し
た
。
名
刺
や

名
札
も
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
前
事

業
部
長
が
社
長
に
就
任
し
た
こ
と

も
あ
り
、
「
前
に
戻
っ
た
感
じ
で
、

会
社
と
言
わ
れ
て
も
ピ
ン
と
こ
な

い
」
と
い
う
声
も
。

一
方
で
、
「
一
事
業
部
が
カ
ン

パ
ニ
ー
に
な
っ
た
の
は
大
み
か
だ

け
で
、
全
社
的
に
期
待
さ
れ
て
い

る
」
や
「
独
立
採
算
と
い
う
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
成
果
を
求

め
ら
れ
る
の
は
、
や
り
切
れ
な
い
」

の
声
。
「
夢
の
あ
る
カ
ン
パ
ニ
ー
」

に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

（
お
）

（
情
制
）




